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璃回議美術館
開館時間　午前9時～午後5時
※増田誠美術館は午後4時30分まで
観覧料　一　　　般300円（210円）

高・大学生200円（140円）
小・中学生100円（70円）

※（）内は、20名以上の団体料金です。
休館日　月曜日、第3火曜日

祝日の翌日
間合先　ミュージアム都留

℡45－8008

ミュージアム都留企画展
「都営市のだがらもの
～都留市文化財展」開催！！

10月16日（土）～11月28日（日）

題左：田原の滝（市指定名勝）
書中：尾県郷土資料館（県指
定文化財）臆右：中溝遺跡土
器（市指定文化財）

※矯報のお願い
「第二回城下町つるの雛まつり

屡」（来年4月事建吊こ展示する
為に、「古い節句雛人形〈明治
一昭親初期顕れと節句の国に

山に登って食べたお弁当をつ
扱る「ざげ重箱」の慌報を採し
ています。嚢鞄、また鰭これ
に関する憶報をお緒馬方は肴
連絡ください。

連絡蒐∴蛾下町つるの
雛まつり嚢行聾貴会

董廉千憲子　－℡（43）1497

Report

勝山城の調査を終えて
－本丸調査編－

臆左：甲斐国谷村城図。
矢印部分に、二の丸か
ら本丸へつながる坂道
が確認できます。
書下：造成面から出土
した釘やガラス質の溶
片。
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「
文
化
財
」
と
は
、
美

術
品
や
建
造
物
、
工
芸

品
、
古
文
書
な
ど
、
人

間
の
文
化
的
な
活
動
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
、
価
値
が

高
く
、
後
世
に
残
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

法
隆
寺
の
金
堂
壁
画

が
火
災
で
焼
失
し
た
昭

和
2
4
年
（
1
9
4
9
）
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
「
文
化
財
保
護
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、

昭
和
4
1
年
（
1
9
6
6
）
に
「
都
留
市
文

化
財
保
護
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
市
指

定
文
化
財
の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。

こ
れ
ら
都
留
市
の
歴
史
・
文
化
を

物
語
る
文
化
財
を
ご
紹
介
す
る
こ
と

で
、
「
文
化
財
」
と
い
う
も
の
が
持
つ

意
味
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
本
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

今
月
は
二
の
丸
の
調

査
成
果
に
つ
い
て
報

告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
地
点
は
、
北

斜
面
の
一
部
が
基
壇
状

に
な
っ
て
お
り
、
一
部

で
人
頭
大
の
石
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
複

数
の
人
頭
大
の
石
は
草

木
で
覆
わ
れ
て
い
た
た

め
、
清
掃
発
掘
を
実
施

し
ま
し
た
。
清
掃
発
掘

の
結
果
、
基
壇
は
複
数
の
人
頭
大
の

石
か
ら
構
成
さ
れ
る
石
積
み
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
絵
図
を
観

察
す
る
と
、
二
の
丸
か
ら
本
丸
へ
繋

が
る
坂
道
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の

石
積
み
は
坂
道
を
構
成
す
る
た
め
に

築
か
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
二
の
丸
の
平
坦
部
も
調
査

し
ま
し
た
。
平
坦
部
で
は
地
表
下
深

さ
約
1
m
で
築
城
期
の
造
成
面

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
造
成
面
は

花
崗
岩
の
地
山
に
交
互
に
違
う
種

類
の
土
を
敷
い
て
つ
き
固
め
、
平

ら
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
造
成
面

上
か
ら
は
釘
や
鍛
冶
の
と
き
に
出

た
不
純
物
で
あ
る
ガ
ラ
ス
質
の
溶

片
が
確
認
さ
れ
、
柱
穴
が
1
基
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
造
成
面
の
年

代
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
造

成
面
の
上
に
堆
積
し
て
い
る
層
か

ら
ば
江
戸
時
代
初
頭
（
1
7
世
紀
前

葉
）
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
秋
元
氏
以
前
に
造
成

面
が
造
ら
れ
、
現
在
に
至
る
勝
山

城
の
原
形
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

出
土
遺
物
は
陶
磁
器
片
の
ほ
か

に
煙
管
や
鉄
砲
玉
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。


